
（資料３ 別紙） 
１ 有害物ばく露作業報告関係 
（１）報告制度に対する理解度 

 

設問１　報告作成者
2%

16%
3%

10%

69%

1　経営者

2　工場長等

3　労働安全担当者

4　作業主任者

6　その他

 
 

  （設問２で「２」と回答された方のみ回答） 

設問２　有害物ばく露作業報告に係る目的

95%

5%

1　理解していた

2　知らなかった

   

設問２－１　有害物ばく露作業報告に係
る目的について

100%

2　監督署等の確認

 
 

設問３ 報告作成にあたって

12%8%

21%

19%

40%

1　説明なし

2　説明はあるが、
理解出来なかった

3　説明はあった
が、安衛法が難解

3-2　説明があり、
理解出来た。

4　その他

 



（２）報告作成の困難性 

設問４　報告作成に係る問題点

29%

71%

1　問題あり

2　特に問題なし

 
                   
（設問４で「１」と回答された方のみ）   （設問４―１で「１」と回答された方のみ） 

設問４－１　報告作成上の問題点

38%

31%

14%

17%

1　報告義務の可否の
判断がつかない

2　報告作成も負担が
大きい

報告期間に問題がある

4　その他

     

設問４－２　報告義務に係る問題点
6%

22%

44%

28%
1　取扱量が不明

2　製品の含有率が
不明

3　対象作業が曖昧

4　その他

 
 
（設問４－１で「２」と回答された方のみ） （設問４－１で「３」と回答された方のみ） 

設問４－３　報告作成に係る負担について

20% 17%

3%

7%

7%

46%

1　取扱量等を必ずしも把握
していない。

2　報告項目が多岐に亘る

3　対象化学物質が多い

4　報告様式が複雑

5　用途及び作業の選択枝が
不適切

6　その他

     

設問４－５　報告期間問題理由

14%

14%

72%

1　報告期間が短い

2　記録をとっていな
いため、対応が難し
い
3　その他

 



（２）調査上の問題点 

設問７　調査受入に係る問題点

13%

87%

1　問題あり

2　特に問題なし

 

 
（設問７で「１」と回答された方のみ）  （設問７－１で「２」と回答された方のみ） 

設問７－1　調査実施上の問題点

8%

31%

23%

38%

1　説明が不十分であ
り、満足な対応が出来
なかった

2　説明はあったが、満
足な対応が出来なかっ
た

3　調査の実施により作
業に支障が生じた。

5　その他

   

設問７－２　準備・対応が不十分であった理由

25%

75%

2　情報漏洩の懸念

3　その他

 
 
（設問７－１で「３」と回答された方のみ） 

設問７－３　調査実施による支障

33%

67%

2　作業環境測定に時
間がかかりすぎ、作業
に支障が生じた

4　その他

 



２ ばく露実態調査関係 
（１）調査受入の状況 

設問６　調査受入状況

5%

5%

83%

7%

1　調査協力要請なし

2　事前調査のみ

3　事前調査及び作業
環境測定

4　調査協力要請は
あったが、受入拒否

 

                    （４）調査の結果 
（設問６で「４」と回答された方のみ）  （設問６で「２又は３」と回答された方のみ） 

設問６－１　調査拒否理由

43%

14%

43% 1　調査期間中に作
業なし

5　情報漏洩の懸念

6　その他

   

設問９　調査受入の効果

37%

16%

21%

13%

13% 1　問題意識を持つことが
出来た

2　リスクを考えるきっか
けとなった

3　作業環境改善を検討
するきっかけとなった

4　特に効果はなかった

5　その他

 
 



（３）その他 

設問１１　「少量の製造・取扱い」について

19%

47%

28%
6%

1　裾切り値・対象作業
を再検討すべき

2　作業を事業者の判
断に委ねるべき

3　別な方法を要検討

4　その他

 

 
（設問１１で「３」と回答された方のみ） 

設問１１－１　把握手段

60%

40%

1　業界団体と調整

2　代表企業と調整

 


